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１ 
次の各問いに答えよ。(解答用紙には答えのみを書け。) 

(１) 次の計算をせよ。 

5 4 1
3

2 3

x x+ −
− −   

   

   

   

   

(２) 次の式を因数分解せよ。 

   2 24 2 1a b b− + −  

 

 

 

   

(３) 絶対値が 2より大きく，かつ，絶対値が 5より小さい整数をすべて答えよ。 

   

   

   

   

  (４) 
360

n
が整数となるような正の整数nの値をすべて求めよ。 

 

 

 

 

  (５) 大小 2 個のサイコロを投げ，大きいサイコロの出た目をa，小さいサイコロの

出た目をbとする。このとき，a b− が素数となる確率を求めよ。 
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  (６) 次の図のように，半径が 1の円周上に 5点 A，B，C，D，Eがあり，三角形 ABD

は正三角形，四角形 ABCEは長方形である。このとき，ABと BCの長さをそれ

ぞれ求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(７) 次の図のように，点 Oを中心とする円周上に 4点 A，B，C，Dがあり，線分 

ADは円の直径である。このとき，∠AOBの大きさを求めよ。  
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２ 
次の[Ⅰ]，[Ⅱ]の問いに答えよ。(解答用紙には答えのみを書け。) 

  

[Ⅰ] 次の(ア)～(エ)のうち，正しいものをすべて選べ。 

ただし，(ウ)，(エ)の四角形の内角はすべて180°より小さいものとする。 

 

   (ア) △ABCと△DEFが，AB=DE，AC=DF，∠B=∠Eを満たすとき， 

     必ず，△ABC≡△DEFが成り立つ。 

   

   (イ) △ABCと△DEFが，AB=DE，∠B=∠E，∠C=∠Fを満たすとき， 

     必ず，△ABC≡△DEFが成り立つ。 

   

   (ウ) 四角形 ABCDと四角形 EFGHが，AB=EF，BC=FG，CD=GH，DA=HE， 

     ∠A=∠Eを満たすとき，必ず，∠C=∠Gが成り立つ。 

   

   (エ) 四角形 ABCD と四角形 EFGH が，AB=EF，BC=FG，CD=GH，∠A=∠E， 

     ∠B=∠Fを満たすとき，必ず，∠C=∠Gが成り立つ。 
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○ ○ ○ ○

○ ×

○ ○

× ×

 

[Ⅱ] 次の図のような 3×3のマス目の 9カ所それぞれの中に，○と×のどちらかの記号   

   を次のルールに従って書き入れる。 

 

 

  （ルール） 

  ・9カ所のうち 5カ所に○を，4カ所に×を書き入れる 

  ・どの横の列（アイウ，エオカ，キクケ）も，同じ記号が 3つ並ばない 

  ・どの縦の列（アエキ，イオク，ウカケ）も，同じ記号が 3つ並ばない 

  ・どの斜めの列（アオケ，ウオキ）も，同じ記号が 3つ並ばない 

 

  (１)～(３)のようにいくつかのマス目に記号が書かれているとき，残りのマス目に○と

×を書き入れる方法はそれぞれ何通りあるか答えよ。 

 

 

(１)          (２)          (３)  
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３ 
6点 A，B，P，Q，R，Sが次の 4つの条件を満たすとき，後の問いに答えよ。 

   

 （条件） 

  ・4点 A，B，P，Qは 2y x= のグラフ上にある 

   

・点 Aのx座標は 4− ，点 Pのx座標は 0より大きく 4より小さい 

   

  ・直線 ABの傾きは 2，直線 PQの傾きは 0である 

 

  ・点 Rは直線 AB上にあり，四角形 PQRSは長方形となる 

 

 

(１) 2点 A，B の座標をそれぞれ求めよ。(解答用紙には答えのみを書け。) 

 

(２) 点 Pのx座標を tとするとき，点 Sの座標を tを用いて表せ。(解答用紙には答 

えのみを書け。) 

 

(３) 四角形 PQRSが正方形となるとき，点 Pのx座標を求めよ。 
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［ このページに問題はありません。 ］ 
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４ 
次の[Ⅰ]，[Ⅱ]の問いに答えよ。 

 [Ⅰ] 次の図において，PQ PR= であることを証明せよ。ただし，直線 PQ と直線 PR

は点 Oを中心とする円の接線で，点 Qと点 Rは接点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [Ⅱ] AB 39= ，AC 45= である△ABC の辺 AB，AC 上にAD : DB AE : EC 1 : 2= = と

なる点 D，Eをそれぞれとる。四角形 DBCEの各辺に接する円が存在するとき，次

の問いに答えよ。 

  (１) DE BC DB EC+ = + であることを証明せよ。  

 

  (２) △ADEの面積を求めよ。  
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［ このページに問題はありません。 ］ 
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５ 
次の図の半球において，底面の円周上に 3点 A，B，Cがあり，三角形 ABCは 1辺

の長さが 30 の正三角形である。球面上にPA PB PC= = となる点 P をとる。また，

ADは底面の円の直径であり，3点 P，A，Dを通る平面でこの半球を切ったときの切

り口となる半円の弧 PD を2 :1に分ける点を Q とするとき，次の問いに答えよ。(解

答用紙には答えのみを書け。) 

 











 

 

  (１) 半球の半径を求めよ。 

 

  (２) 4点 P，A，B，Cを頂点とする四面体の体積を求めよ。  

 

  (３) 4点 Q，B，C，Dを頂点とする四面体の体積を求めよ。 
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